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資料３ 

【岩手県保健医療計画(2018-2023)の進捗評価】医療体制構築等に関する取組等（宮古保健医療圏） 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

２ 地域包括ケア

体制の構築 

〇 高齢になっても可能な限り住み慣れた地域で生活する

ことができるよう、保健・医療・介護・福祉等のサービス

が継続的かつ包括的に提供される体制を整備していく必

要があります。 

〇 2025 年に圏域内の 65 歳以上高齢者が圏域内人口に占

める割合は 40.3％、75 歳以上高齢者が圏域内人口に占め

る割合は 23.9％と推計されています。慢性疾患を抱えな

がら生活する高齢者が増加していくため、「治す医療」か

ら「支える医療」への転換が必要となることから、在宅医

療の提供体制を整備する必要があります。 

〇 在宅医療を推進するために重要となる 24 時間対応の訪

問看護ステーションが未設置又は休止中の町村があるこ

とから、解消に努めます。 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 住民向けの地域包括ケアに係るフォーラム等を開催し、

地域包括ケアについての理解を促進します。 

（担い手の確保） 

〇 認知症の初期対応、看取り及び緩和ケアに対応できる医

療従事者を確保していきます。 

〇 認知症サポーター、傾聴ボランティア、ゲートキーパー、

介護予防ボランティア等の住民及び郵便局や新聞販売所

等地域の事業所で働く職員を地域包括ケアの担い手とし

て位置付けます。 

〇 介護の魅力発信及び介護事業所の受け入れ体制の整備

等により、新卒者、介護事業所での就労未経験者、現在就

職していない介護事業所の離職者から介護人材確保を行

っていきます。 

（サービス提供体制） 

〇 地域ごとに、限られた社会資源を有効に活用しサービス

を提供する体制を構築していきます。 

〇 圏域に在宅医療連携拠点を設置し、多職種による在宅医

療と介護の連携を推進していきます。 

〇 ＩＣＴを活用した多職種間での情報提供・情報共有を推

進していきます。 

〇 サテライト事業所の開設等により、訪問看護ステーショ

ンが未設置又は休止の状態を解消することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

【宮古市】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 市内８圏域すべてに地域包括支援センターを配置。身近

な相談窓口として、市の広報やホームページで等で周知。

地域包括ケアの推進に向け中核機関として、地域内の課

題・ニーズ把握に努めた。 

（担い手の確保） 

○ 広報、イベント、アルツハイマーデー等で、認知症の相

談支援窓口の啓発等を行った。 

○ 認知症初期集中支援チームの活動により、医療や介護サ

ービスにつながらない認知症高齢者等の対応に取り組ん

だ。 

○ 金融機関などの職域や、住民、小中学生向けに認知症サ

ポーター養成講座を行った。 

○ 認知症カフェの実施により、認知症に関するミニ講話等

により認知症に関する知識等の普及啓発をした。 

○ 認知症の相談日を実施し、個別で相談対応を行った。 

〇 多職種連携研修会を実施し、人材育成を行った。 

 内容 参加者数 

第１回 アンガーマネジメント １１９名 

第２回 ４つの看護技術の講義と実践 ２６名 

＊第２回は宮古高等看護学院を借用し、４分野の認定看護師

の講義と実技の研修を実施。 

（サービス提供体制） 

〇 「人生の最終段階についての理解・わたしの安心ノート」

というテーマで住民への普及・啓発を実施 

 開催回数３回  参加者数９５名 

〇 市内の全介護事業所へ従業員数・介護従事者数とその年

齢構成把握のため、アンケート調査を実施。合わせて喀痰

吸引等が出来る介護職員数も把握。結果は「宮古市の医療

と介護のミニ広報」で情報共有。 

〇「人生会議」の認知度について、１０代～８０代以上の３

００名の住民を対象に聞き取りによるアンケート調査を

実施。 

〇 新規に診療所が開業した場合、医師にインタビューを依

頼し、訪問診療等の情報を確認、医師の紹介とともに「宮

古市の医療と介護のミニ広報」に掲載し情報共有を行っ

た。 

〇 DNAR マニュアル活用後の現状把握と課題検討の会議

を、宮古病院・在宅医・消防署が参加し実施。宮古圏域で

の「心肺蘇生等に関する医師の指示書」の発行件数は７件。 

〇 宮古地域における医療及び福祉の関係者の相互間の理

解を深めるとともに、円滑に連携して課題を抽出し、その

対応策を検討するため、県立病院との定期的な話し合いを

行う会議「医療と介護のサポート会議」を５回開催 

〇在宅療養の中の「日常療養の支援」の対象者として家族介

護者に対し、介護者同士の支え合いの場や心身をリフレッ

シュする機会を提供。令和６年１月から毎月実施し、３回

の開催。 

 

【山田町】 

地域支援事業 

【宮古市】 

(在宅医療の提供体制) 

〇地域で働く医療・介護職の質の向上を目指すため、多職種

連携研修会を講義のみではなく、日常的に実施するケア等

実技を含めた実践形式で実施。研修にあたり宮古高等看護

学院及び圏域の認定看護師との連携体制を構築している。 

〇定期的に実施している訪問診療や看取り数を把握するた

め、アンケート調査を実施。 

〇「人生の最終段階についての理解・わたしの安心ノート」

というテーマで住民への普及・啓発を実施。 

(地域における連携体制の推進) 

○ 認知症ケアパスの改訂。相談窓口の周知用パンフレット

の配布。 

○ 認知症初期集中支援チームの活動 

○ 認知症支援者による連絡会の実施 

〇 職域、住民、小中学生、高校生向けに認知症サポーター

養成講座の実施。 

〇 スローショッピングの実施 

○ 認知症の理解促進のための市民講演会実施。 

○ 認知症カフェの実施、認知症への理解の普及啓発。 

○ キャラバン・メイトの活動支援 

○ 認知症の相談日の実施 

〇 多職種連携研修会の実施 

〇R６でサーモンケアネットが終了となり、それに付随して

立ち上げた宮古圏域での「医療と介護の連携委員会」も今

年度で終了となるため、今後地域での連携体制を推進して

行く上での会議体が必要。 

〇宮古圏域における医療・介護関係者の相互間の理解を深

め、また課題を検討するサポート会議や「医療と介護のミ

ニ広報」を定期的に発行。 

〇介護を行っている家族のためのリフレッシュと交流を目

的に「介護家族のリフレッシュ会」を毎月開催。 

(地域の医療を守る取組) 

〇多職種連携研修会の中で「救急時の対応」をテーマに、認

定看護師が AEDの使用方法や緊急時の対処について、実践

形式の研修会を開催。 

〇今後、各介護事業所に「救急に関してのコーディネーター」

を配置できるよう、職員の育成研修を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山田町】 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

１ 高齢者の状況 

区 分 令５年度 

高齢者人口 5,741人  

高齢化率 40.8％  

第１号被保険者介護認定数 1,029人  

第１号被保険者介護認定率 17.8％  

新規介護認定者数 252人  

介護予防地区活動団体数 41団体  

介護予防ボランティア活動数 80人  

  ※3月 31日現在（出典：介護保険事業報告月報） 

２ 介護予防・日常生活支援総合事業 

（1）介護予防・生活支援サービス事業 

高齢者の介護予防と自立した日常生活の支援を目的と

したサービスを実施した。 

 

 

 

 

                 (単位：人) 

サービス内容 実人数 延人数 

訪問型サービス 

（介護予防訪問介護相当） 
38 370 

通所型サービス 

（介護予防通所介護相当） 
12 111 

通所型サービスＡ 

（基準緩和型） 
74 758 

短期集中型訪問リハビリサービス

（訪問サービスＣ） 
5 11 

生活支援サービス 

（配色サービス） 
33 1,561 

介護支援予防マネジメント 303 303 

(2) 一般介護予防事業 

 ア 介護予防普及啓発事業 

   要介護状態になる前から、高齢者が自ら主体的に健康

づくりや介護予防に取り組めるよう、通所型の介護予防教

室を行い、教室終了後も継続した取組ができるよう通いの

場の立ち上げ・継続支援を行った。 

事業・教室名 参加者等 

介護予防教室 

(楽らく健康アッ

プ教室) 

実施回数 8回 

参加人数 実人数 延人数 

 参加者 7人 41人 

ボランティア 5人 16人 

シルバーリハビリ

体操教室 

実施回数 16回 

参加人数 実人数 延人数 

 参加者 24人 120人 

ボランティア 15人 42人 

イ 地域介護予防活動支援事業 

(ア) シルバーリハビリ体操指導者育成等事業 

  地域で活動する介護予防に担い手であるボランティア

を育成するため、研修会等を開催し、継続的な支援に努め

た。令和５年度は、１級指導者７名、２級指導者 26 名、

３級指導者 28名となった。 

 

（地域包括ケアについての理解促進） 

・ 生活支援体制整備事業等において、住民への理解促進を

図っていく。 

（担い手の確保） 

・ 認知症サポーター養成講座 

地域住民や職域、小・中学生に対し、認知症サポーター

養成講座を開催。 

小・中学校向け ２回 実 111人 全３回開催予定 

 地域住民・職域 ８回開催 

・ キャラバン・メイト打合せ会開催予定 

・ 認知症初期集中支援チーム員研修 受講１名 

・ 認知症セミナー（住民・支援者向け）1回開催 190人 

・ シルバーリハビリ体操指導者養成 

介護予防の担い手であるボランティアを育成するた

め、研修会等を開催し、継続的な支援に努める。 

指導者定例会（毎月）   

３級指導者養成講習会 １２月開催 実５人 

・ 介護予防ボランティアポイント事業により社会参加を

通じて介護予防や地域づくりに努める。 

・ 介護に関する入門的研修 

高校生以上の介護の仕事に興味がある介護初心者を対象

とし、社会福祉協議会へ委託。 ９人受講 

・ 介護職員初任者研修 

介護に携わる者が、業務を遂行する上で最低限の知識・

技術とそれを実践する際の考え方のプロセスを身につ

け、基本的な介護業務を行うことができるようにするこ

とを目的とし、社会福祉協議会へ委託。１５人受講予定 

・ 生活支援体制整備事業において生活支援ボランティア

の養成及び活動コーディネートを行う。 

（サービス提供体制） 

・ ACPについて広報掲載や出前講座、講演会等通じて、普

及啓発を図るとともに、医療と介護包括ケア連絡会を通じ

て、医療と介護の連携強化に努める。 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

 

 

 

 

 

 

事業・教室名 実施回数 実人数 延人数 

３級指導者養成講習会 
5回 

6人 

（6人） 
30人 

２級指導者養成講習会 
4回 

4人 

（4人） 
16人 

１級指導者養成講習会 
9回 

3人 

（3人） 
27人 

指導者定例会 12回 28人 233人 

講習会及び交流会 3回 17人 27人 

 ※（ ）はシルバーリハビリ体操指導者の認定者数 

(イ) 委託事業及び通いの場への支援事業 

  委託事業を実施するほか、年齢や心身の状況等によって

高齢者を分け隔てることなく、誰でも一緒に参加すること

ができる介護予防活動の地域展開を目指し、住民主体の通

いの場へ支援を行った。 

事業・教室名 実施回数 実人数 延人数 

さわやか健康教室 24回 15人 229人 

地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業 
24団体 226人 261人 

健康教育・出前講座 22回 － 263人 

（ウ） 高齢者地区組織支えあい事業 

各地区で主体的に介護予防活動を展開する団体へ活動

費（上限１０万円）を助成した。 

区分 令和５年度 

申請団体数 16団体  

会員数 407人  

活動延人数 4,424人  

ボランティア実人数 52人  

延実施回数 325回  

交付決定額 1,261,000円  

補助金説明会及び交流会 
実施回数 1回  

延べ 34人  

３ 包括的支援事業（地域包括支援センターの運営） 

(1) 総合相談支援事業 

  高齢者の相談窓口として、本人や家族、地域、関係機関

から様々な相談を受け、医療・保健・福祉の連携を図りな

がら適切なサービスや制度へつないだ。 

 

 

ア 相談件数及び訪問件数       (単位：件) 

相談区分 令和５年度 

相談件数  2,946 

 介護 849 

認知症 230 

医療 180 

精神 59 

諸制度 131 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

権利擁護 167 

虐待 41 

ケアマネジメント 651 

その他 638 

訪問件数 1,363 

 介護 260 

認知症 80 

医療 42 

精神 16 

諸制度 26 

権利擁護 29 

虐待 20 

ケアマネジメント 738 

その他 152 

関係団体との相談件数 2,028 

 介護支援専門員支援 699 

医療関係連携 257 

関係機関連携 1072 

イ 相談、訪問件数の推移 (単位：件) 

区 分 令和５年度 

来 所 685  

電 話 2,261  

訪 問 1,363  

(2) 権利擁護事業 

  認知症等で生活に不安のある高齢者が安心して生活が

送れるよう、家族支援や関係機関と連携を取りながら高齢

者の権利擁護のため必要な支援を行った。 

高齢者虐待の防止及び早期発見と対応 

 令和５年度 

通報・相談件数（疑いも含む） 13件  

(3) 包括的・継続的ケアマネジメント事業 

  高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるために、多様な

職種が連携して高齢者の生活全体を包括的・継続的に支え

るため、地域包括ケアシステム構築の推進に向け、会議の

開催を通して連携体制の構築及び強化を図るほか、研修会

通じて町職員及び介護支援専門員のマネジメント力等の

技術向上に努めた。 

事業名 実施回数 延人数 

包括ケア会議 2回  79人  

地域ケア個別会議 10回  115人  

 自立支援 (4回) (67人)  

支困難ケース (6回)  (48人)  

介護支援専門員等研修 4回  71人  

関係機関情報交換会 11回  － 

４ 包括的支援事業（社会保障充実分） 

(1) 在宅医療・介護連携推進事業 

  高齢者が疾病を抱えても、住み慣れた場所で療養し、自

分らしい生活を続けることができるよう、地域における医

療と介護の関係機関等が連携する体制の構築。推進や住民

等に対し普及啓発に努めた。 

 ア 医療機関との連帰会議 

会議名 令和５年度 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

医療機関との連携会議 12回  

 イ 普及啓発 

事業名 実施回数 延人数 

もしもための安心ノート 

出前講座（地域住民） 

  12回  75人  

在宅医療介護連携講演会 

（地域住民等） 

1回  80人  

 

（２）生活支援体制整備事業 

  買い物・見守り・移動等の日常生活での困りごとを支援

する体制づくりや高齢者の社会参加の推進を一体的に図

っていくことを目的に、生活支援コーディネーターを配置

し、地域資源の把握や開発のほか、ネットワークの構築に

努めた。 

ア 協議体の設置 

第１層（全町）、第２層（各地区）会議で「誰もが

孤立せず一人一人が望むまでいつまでも暮らせる町」を

目指し、地区共通の内容として、買い物について検討し

た。 

 

 

地区名 令和５年度の話し合い内容 実施回数 延人数 

豊間根 

住みよい地域にするために、

地域に必要なこと・自分にで

きること 

2回 18人 

大 沢 

住みよい地域にするために、

地域に必要なこと・自分にで

きること 

2回 17人 

山 田 
自分らしく暮らし続けるた

めに 
2回 20人 

織 笠 
楽しいことがいっぱいの地

域を目指して 
4回 41人 

船 越 
自分らしく暮らし続けるた

めに 
1回 9人 

田の浜 
自分らしく暮らし続けるた

めに 
1回 6人 

大 浦 
おおうらいいね！がいっぱ

いの地域をめざして 
3回 26人 

全地区 

高齢者の買い物に関する困

りごと調査結果を踏まえた

店舗内外で企業・ボランティ

ア・地域住民ができることの

検討 

1回 15人 

 イ 生活支援ボランティアの養成 

  高齢者世帯の抱える日常生活での困りごとを支援する

生活支援ボランティア「ぺんこさん」の養成講座を開催し

た。 

事業名 実施回数 人数 

ぺんこさん養成講座 ２回  12人 

 

(3) 認知症総合支援事業 

 ア 認知症サポーター養成講座 

   認知症の人や家族を地域で見守り、安心して暮らせる
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

まちづくりをめざし、認知症キャラバン・メイトによる地

域住民や職域、小中学生への認知症サポーター養成講座を

開催した。 

事業名 実施回数 人数 

認知症サポーター養成講座 

(地域住民等) 
7回  57人  

孫世代のための認知症講座 

(小中学生) 
3回  168人  

イ 認知症初期集中支援事業 

  専門医、保健師、社会福祉士で構成される「認知症初期

集中支援チーム」で、認知症の方や家族からの相談に対し、

認知症の方への対応方法や早期受診、介護サービスの調整

など支援を行った。 

事業名 回数 実件数 延件数 

認知症初期集中支援

会議 
2回  1件  1件  

ウ 認知症セミナー 

  地域住民や認知症支援関係者に対し、認知症の病態や対

応についての正しい知識の普及を図るため、セミナーを開

催した。 

事業名 令和５年度 

認知症セミナー 134人  

エ シルバーＳＯＳネットワーク事業 

  行方不明となるおそれがある認知症高齢者等について

情報を事前登録し、宮古警察署と情報共有しながら、普段

からの見守りや、事案発生時の速やかな対応が効率的に進

められるよう、支援に努めた。 

事業名 
令和５年度 

事前登録者数 

シルバーＳＯＳネットワーク 7人  

５ 任意事業 

 (1) 家族介護支援事業 

事業名 内容 対象者 

介護家族リ

フレッシュ

教室 

在宅で要介護者を介護

している家族を対象に、

介護者同士の交流及び、

リフレッシュの機会と

して開催。 

12回開催 

参加者 18人 

(延べ 71人) 

在宅要介護

高齢者等介

護慰労金支

給事業 

在宅の要介護高齢者及

び認知症高齢者等を常

時介護する家族に対し

て支給。(所得制限あり) 

0人  

要介護高齢

者等おむつ

給付事業 

常時おむつを使用する

高齢者等に対し、おむつ

の給付を行う事により

本人及び介護者の負担

を軽減。(所得制限あり) 

24人  

 

 

(2) その他の事業 

事業名 内容 令和５年度 

成年後見制度 認知症等により 町長申立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岩泉町】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 町の広報や情報発信機器（ぴーちゃんネットによる配信

等）を活用し、介護予防や認知症・高齢者の総合支援につ

いての情報発信を継続する。 

・ 権利擁護関連の研修会について関係機関への周知 

・ 権利擁護センターの出張相談会について広報等で周知 

・ 「いきいき百歳体操」自主活動団体支援の継続  

・ 健幸アップポイント事業の継続実施と普及啓発により、

住民の自主的な介護予防活動、地域づくり活動を推進す

る。 

〇 ＡＣＰの普及啓発 

・ 各種会議での情報提供 

・ 出前講座 

（認知症総合支援事業） 

※下記、担い手の確保掲載分以外を抜粋 

○ＳＯＳネットワーク事業  登録人数 3人 

○認知症高齢者見守り事業 登録人数 １人 

（担い手の確保） 

〇生活支援体制整備事業 

・ 生活支援コーディネーターと集落支援員との定期的な

研修・情報交換会を実施している。 

〇 認知症初期集中支援チーム員による支援を継続  

〇 認知症地域支援推進員を中心とした認知症施策の推進 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

利用支援事業 判断能力が不十

分で身寄りがな

く、経済的な理由

などから制度を

利用できない高

齢者に、町長申立

てや成年後見人

等報酬の助成の

支援を行う。 

2人  

成年後見人等 

報酬助成 

2人  

配食サービス ひとり暮らし高

齢者等に、週２回

以内で、栄養バラ

ンスのとれた弁

当の敗色及び見

守りを行う。 

実人数 

33人  

延配食数 

1,440食  

住宅改修理由

書作成手数料

支給事業 

介護支援専門員

が、居宅介護支援

の提供を受けて

いない要介護者

等に対し、介護保

険住宅改修の理

由書作成をした

場合に支給する。 

1人 

〇介護に関する入門的研修 

高校生以上の介護の仕事に興味がある介護初心者を対象

とし、社会福祉協議会へ委託。 実７人養成 

 

【岩泉町】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 町の広報や情報発信機器（ぴーちゃんネットによる配信

等）を活用し、介護予防や認知症・高齢者の総合支援につ

いての情報発信を実施した。 

・ 広報で、高齢者の総合相談窓口、介護離職防止の相談窓 

口として地域包括支援センターの紹介記事を掲載した。 

・ 「いきいき百歳体操」自主活動団体の支援  

新規団体：6団体 

継続団体：30団体 

・ 健幸アップポイント事業の継続実施と普及啓発により、

住民の自主的な介護予防活動、地域づくり活動を推進し

た。 

  登録団体数：70団体 

ポイント交換人数：500人 

・ 生活支援体制整備事業において、県のアドバイザー派遣

事業を活用し、協議体と集落支援員との意見交換および研

修を実施した。 

・移動支援の先進地視察を実施した。 

○ＡＣＰの普及啓発 

・医療・介護職等の関係者向けに ACP研修会を実施した。 

  1回：43人 

（認知症総合支援事業） 

※下記、担い手の確保掲載分以外を抜粋 

○ＳＯＳネットワーク事業  登録人数 6人 

○認知症高齢者見守り事業 登録人数 １人 

（担い手の確保） 

・ 認知症カフェ 

継続：２か所 

新規：３か所 

・ 認知症サポーター養成講座 

  一般：２回 

  孫世代：３校 

○ 介護予防サポーター養成講座 

  開催時期：11月 

  開催回数：1回 

〇 介護人材確保 

・介護職員初任者研修の周知、研修協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【田野畑村】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 介護予防教室での地域包括ケア等に関する講話 

 全９地区 

（担い手の確保） 

〇 認知症初期集中支援チーム員研修 受講１名 

〇 孫世代のための認知症講座 受講者 小学生 16名 

〇 認知症サポーター養成講座実施 

  修了者 19名 

〇 認知症カフェ実施予定 

  全 4か所 計 4回 

〇 介護予防ボランティアフォローアップ講座実施 

  1回開催 受講者 23名 

〇 介護予防ボランティア養成講座実施 

  1回開催 終了者 13名 

〇 介護職員初任者研修実施 

  受講者 9名   修了者 9名 

（サービス提供体制） 

〇 みやこサーモンケアネットへの加入継続 

 

【消防本部】 

※該当なし 

 

【医師会】 

〇 一般診療科における認知症の初期対応知識向上のため

の研修会の開催 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

〇 認知症初期集中支援チーム員を配置  

・ チームオレンジ立ち上げに向けた取り組み 

  フォローアップ講座：１クール３回 

〇 認知症地域支援推進員を配置 

〇 認知症サポーター養成講座 

・ 一般：６回 48人 

・ 孫世代：３校 44人 

〇 認知症カフェの実施 

  ４か所：26回 298人 

○ 介護予防サポーター養成講座 

  開催時期：11月 

  開催回数：1回 

〇 介護人材確保 

 ・人材確保のリーフレット作成、配布 

  町内中高生 270人  

・庁内連携で介護事業所に人材確保の仕組みを紹介 

・介護職員初任者研修の周知、研修協力 

 

（サービス提供体制） 

〇 在宅医療連携拠点については、岩泉町地域包括支援セン 

ターが担っている。 

〇 各医療機関との入退院時の連携を実施した。 

〇 町内でサービス提供する訪問看護ステーションの増加 

・ 2 か所（事業所はいずれも宮古市）うち、1 事業所は岩

泉町内にサテライト拠点を設置済み。 

 

【田野畑村】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 介護予防教室での地域包括ケア等に関する講話 

 全８地区 

（担い手の確保） 

〇 認知症初期集中支援チーム員研修 受講１名 

〇 孫世代のための認知症講座 受講者 小学生 23名 

〇 認知症サポーター養成講座 

  修了者 6名 

〇 認知症カフェ実施予定 

  全 4か所 計 3回（大雪で 1回中止） 

〇 介護予防ボランティアフォローアップ講座  

1回開催 受講者 8名 

〇 介護予防ボランティア養成講座 

  1回開催 終了者 6名 

〇 介護職員初任者研修 

 受講者 5名  修了者 5名 

（サービス提供体制） 

〇 みやこサーモンケアネットへの加入継続 

 

【消防本部】 

※該当なし 

 

【医師会】 

〇 一般診療科における認知症の初期対応等知識向上のた

めの研修会 11 月 14 日開催 参加人数 15 人 

〇 管内市町設置の各種委員会、協議会等への参加協力 

〇 宮古地域医療情報連携ネットワーク（みやこサーモンケ

アネット）への参加協力 

〇 管内市町設置の各種委員会、協議会等への参加協力 

〇 宮古地域医療情報連携ネットワーク（みやこサーモンケ

アネット）への参加協力 

 

【歯科医師会】 

昨年度と同様の予定 

 

 

 

 

【薬剤師会】 

※該当なし 

 

【看護協会】 

※該当なし 

 

【県立宮古病院】 

■ 宮古地域医情報連携ネットワーク協議会委員会への出

席 

■ サーモンケアネットの利用 

■ 介護予防のための地域ケア個別会議への出席予定 

 

【宮古第一病院】 

・医療と介護のサポート会議出席 

・医療と介護の連携委員会出席 

・宮古地区介護認定審査会出席 

 

【三陸病院】 

〇 管内市町村が実施する「認知症初期集中支援チーム」に

医師・精神保健福祉士を派遣し、認知症が疑われる人や家

族に対して初期の支援を包括的かつ集中的に行い早期の

治療に結びつけている。 

〇 「医療介護連携調整会議」に看護師・精神保健福祉士を

派遣し、入退院のガイドライン作成や調整を行い、利用者

にサービスが継続的かつ包括的に提供されるように行っ

ている。 

〇 宮古圏域にも包括推進コア会議に、精神保健福祉士が継

続して参加している。 

〇 関係機関と連携・協力し、精神障がい者が地域で安心し

て暮らすことができる支援体制の構築に寄与する。 

〇 宮古市の「認知症支援連絡会議」に継続参加し、認知症

の支援のため連携及び情報共有している。 

〇 シルバーリハビリ教室における体力測定等で支援する

スタッフに作業療法士の派遣を予定している。 

〇 岩手県作業療法士会宮古支部の事務局を構え、行政や広 

域支援センターからの介護予防事業の担い手としての作

業療法士派遣を調整している。 

〇 西部包括支援センターと連携し、認知症カフェに看護 

師、介護福祉士、精神保健福祉士、作業療法士を継続派遣。 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

 

【歯科医師会】 

地域包括ケア会議等に参加し多職種間での情報提供・共有を

行う。 

歯科のニーズがあれば、積極的に在宅歯科治療・ 

口腔ケア・衛生指導を行う。 

 

【薬剤師会】 

※該当なし 

 

【看護協会】 

※該当なし 

 

【県立宮古病院】 

■ 宮古地域医情報連携ネットワーク協議会委員会への出

席 

■ サーモンケアネットの利用 

■ 介護予防のための地域ケア個別会議への出席 

 

【宮古第一病院】 

・医療と介護のサポート会議出席 

・医療と介護の連携委員会出席 

・宮古地区介護認定審査会出席 

 

【三陸病院】 

〇 宮古地区介護認定審査会、宮古地区障害支援区分認定審

査会へ医師、精神保健福祉士、作業療法士を派遣している。 

〇 管内市町村が実施する「認知症初期集中支援チーム」に

医師・精神保健福祉士を派遣し、認知症が疑われる人や家

族に対して初期の支援を包括的かつ集中的に行い早期の

治療に結びつけている。 

〇 「医療介護連携調整会議」に看護師・精神保健福祉士を

派遣し、入退院のガイドライン作成や調整を行い、利用者

にサービスが継続的かつ包括的に提供されるように行っ

ている。 

〇 宮古市の「認知症支援連絡会議」に継続参加し、認知症

の支援のため連携及び情報共有している。 

〇 シルバーリハビリ体操指導者定例会勉強会の講師に作

業療法士を派遣している。 

〇 新規シルバーリハビリ教室立ち上げ支援へ作業療法士

が協力している。 

〇 宮古市介護保険課主催「認知症ほっこりカフェ」の講師

に作業療法士を派遣している。 

〇 中央包括の「地域ケア個別会議」にて、精神疾患または

認知症を持つケースの助言者に作業療法士、精神保健福祉

士を派遣している。 

〇 山田町介護予防教室の講師に作業療法士を派遣してい

る。 

〇 岩手県作業療法士会宮古支部の事務局を構え、行政や広 

域支援センターからの介護予防事業の担い手としての作

業療法士派遣を調整している。 

〇 西部包括支援センターと連携し、認知症カフェに看護 

師、介護福祉士、精神保健福祉士、作業療法士を継続派遣。 

 

【宮古山口病院】 

 

 

【宮古山口病院】 

〇 宮古地区介護認定審査会への医師および作業療法士の

派遣。 

〇 認知症講演会の開催。（11/2） 

  ・宮古市認知症市民講座（11/12） 

  ・山田町認知所セミナー（10/14） 

  ・市町村認知症カフェでのミニ講演（11～1月） 

〇 関係機関企画研修会への講師派遣および職員派遣、運営

協力。 

  ・かかりつけ医認知症対応力向上研修会（11/12 宮古

医師会主催） 

〇 認知症カフェの開催および市町村認知症カフェへの協

力。 

  ・認知症カフェの開催（11/2） 

  ・市町村認知症カフェへの職員派遣（11～1月） 

〇 認知症への理解推進活動。 

  ・認知症医療疾患センターPR リーフレット作成、関係

機関への配布。 

  ・山田町広報への記事記載（9/1号） 

〇 市町村認知症対策会議等への出席、協力。 

  ・宮古市認知症支援連絡会への参加。（2月予定） 

  ・山田町認知症ケアパスへの助言。 

〇 山田町・岩泉町・田野畑村認知症初期集中支援チームへ

の参加、助言。 

 

【県立山田病院】 

〇 山田町包括ケア会議に２回、山田町地域ケア会議に２回

参加している。 

〇 さらなるメディカルショートステイ入院（レスパイト入

院）の推進により、患者家族の負担を軽減すべく前年度以

上の利用者を目指す。 

 

【済生会岩泉病院】 

（岩泉地域ケア会議） 

〇 岩泉町主催（年度内に２回目を予定） 

 １回目 7/16、２回目 ２月予定。 

（岩泉町高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会） 

岩泉町主催。5/30 に開催。 

（宮古圏域連携パス会議） 

〇 今年度中 3 回予定 

１回目 7/23、２回目 10/21、３回目３月予定。 

（成年後見制度関係担当者意見交換会） 

〇 実施の見通しがたっていない。 

（田野畑村地域ケア会議） 

１回目 9/4、２回目 10/2、３回目 11/6 

（岩泉町民福祉祭り） 

7/27 参加 

（岩泉町地域懇談会） 

宮古圏域障害者福祉推進ネット 10/21 

 

【宮古市社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 市内８中学校区に地域包括支援センターを受託設置し、
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

・ 宮古地区介護認定審査会への医師および作業療法士の派

遣。 

・ 令和 4 年 11 月 8日「かかりつけ医認知症対応力向上研

修会（宮古医師会主催）」への講師派遣。 

・ 令和 5年 2月 13日「宮古市認知症支援連絡会」に参加。 

・ 宮古市認知症初期集中支援チーム会議に参加。参加回

数：7回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県立山田病院】 

〇 山田町包括ケア会議・連絡会等への参加した。 

〇 メディカルショートステイ入院（レスパイト入院）の推

進で、年間 19 名が利用した。 

 

 

 

【済生会岩泉病院】 

（岩泉町地域ケア会議） 

〇 10/11 と 2/21 の２回岩泉町主催で開催。 

 岩泉町、岩泉警察署、岩泉消防署、岩泉町社協他参加。 

（岩泉町高齢者虐待ネットワーク運営委員会） 

（宮古圏域連携パス会議）年３回 

〇 新型コロナウイルス感染症の関係で書類での開催とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宮古市社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 市内８中学校区に地域包括支援センターを受託設置し、

包括的支援業務を実施している。また、地域・生活課題に

対応するため１１生活圏域で生活支援体制を整え、理解し

ていただくために「つながり通信」を作成し、各圏域の福

包括的支援業務を実施している。また、地域・生活課題に

対応するため１１生活圏域で生活支援体制を整え、理解し

ていただくために「つながり通信」を作成し、各圏域の福

祉関係者に配布している。 

・ 各地域包括支援センター主催による地域連絡会の開催

（地域の福祉、介護事業所・民生委員・自治会役員・サロ

ン代表者・学校・警察・消防など参加） 

・ 生活支援コーディネーター連絡会の開催（月１回・事例

検討及び情報交換等） 

（担い手の確保） 

〇 市内各小学校において福祉体験教室を実施（障がい分野

の体験・講話） 

〇 市内中学校から介護体験実習の受入れ（通所介護） 

〇 県内外の大学社会福祉学部及び福祉系専門学校から実

習生の受入れ（ソーシャルワーク・地域支援・介護） 

〇 高等看護学院実習生受入れ（通所介護・訪問介護・訪問

入浴ほか） 

（サービス提供体制） 

〇 地域支え合いマップ作り 

〇 サロン・認知症カフェの拡大 

〇 医療・福祉・介護事業等との連携 

 

【山田町社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 町内を 7地区に分け「第 2層協議体」の会議「アクショ

ン 90」を開催し開催後には話し合いの内容をまとめた「通

信」を作成、全地区に配布している。又町内 26か所に「ア

クション 90通信ファイル」を配置して周知している。 

（担い手の確保） 

〇 生活支援ボランティア「ぺんこさん」育成と利用調整。 

〇 山田中学校での福祉教育において、介護体験を実施。 

〇 介護に関する入門的研修の実施（山田高校生徒全員あて 

にパンフレットを提供。） 

（サービス提供体制） 

〇 地域住民を交えて、地域支えあいマップ作り予定。 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

祉関係者に配布している。 

・ 各地域包括支援センター主催による地域連絡会の開催

（地域の福祉、介護事業所・民生委員・自治会役員・サロ

ン代表者・学校・警察・消防など参加） 

・ 生活支援コーディネーター連絡会の開催（月１回・事例

検討及び情報交換等） 

（担い手の確保） 

〇 市内各小学校において福祉体験教室を実施（障がい分野

の体験・講話） 

〇 市内中学校から介護体験実習の受入れ（通所介護） 

〇 県内外の大学社会福祉学部及び福祉系専門学校から実

習生の受入れ（ソーシャルワーク・地域支援・介護） 

〇 高等看護学院実習生受入れ（通所介護・訪問介護・訪問

入浴ほか） 

（サービス提供体制） 

〇 地域支え合いマップ作り 

〇 サロン・認知症カフェの拡大 

〇 医療・福祉・介護事業等との連携 

 

【山田町社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

〇 町全域を対象とした「第 1層協議体」の会議「山田町ア

クション 90作戦会議」を年 1回開催し構成員 15名が参加。

第 2 層協議体各会議で話し合われた地域課題の共有及び

解決のための話し合いを実施した。また、話し合いの内容

をまとめた「通信」を作成し、協議体構成員及び関係機関

へ配布した。 

〇 町内を 7地区に分け「第 2層協議体」の会議「アクショ

ン 90」を延べ 15回開催し構成員 145名が参加。開催後に

は話し合いの内容をまとめた「通信」を作成、全地区に配

布した。また、町内 26 か所に「通信ファイル」を配置し

41回更新し地域住民への周知に取り組んだ。 

（担い手の確保） 

〇 高齢者の生活支援の担い手育成として、生活支援ボラン

ティア「ぺんこさん」養成講座を年 2 回開催し、住民 12

名が受講・修了した。 

〇 山田中学校において、「福祉・介護」「自助・共助・公

助」をテーマとした介護人材に関する福祉教育を年 3 回

（座学・ワークショップ、車イス介助及び高齢者疑似体

験・介助体験、まとめワークショップ）を実施し、1年生

延べ 279名が受講した。 

〇 町の委託事業である「介護に関する入門的研修」を受託

し 3回開催、7名受講・修了した。 

〇 独自事業として 1 日子ども民生委員事業を船越小学校

の協力のもと 1 回実施した。児童 14 名と地区民生委員が

高齢者世帯 2世帯を訪問し交流を深め、民生委員の担い手

確保に取り組んだ。 

〇 山田中学校福祉体験（通所型サービス A）学習受入れ。 

〇 宮古商工高校生徒インターンシップの受け入れ。 

（サービス提供体制） 

〇 生活支援ボランティア「ぺんこさん」による高齢者生活

支援の調整及び派遣を延べ 81件実施し、71件の生活支援

ニーズに対応した。 

〇 地域住民延べ 22名に協力頂き、「支え合いマップ作り」

を 4地区で実施した。 

 

 

 

 

【岩泉町社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

宮古市社会福祉協議会（基幹社協）内に設置された宮古圏域

成年後見センターへの協力体制（一部委託）を構築 

（担い手の確保） 

○町内の学校教育機関からの要請を受けキャップハンディ

スクールを実施予定 

 

 

 

 

【田野畑村社協】 

○地域包括支援センターと共催による各種ボランティア養

成講座（認知症サポーター含む）を 7月開催予定 

 

【介護支援専門員協議会】 

・ 認知症支援連絡会への参加 

・ 認知症疾患医療連携協議会への参加 

・ 宮古市各地域包括支援センターで開催される地域ケア個

別会議・自立支援型地域ケア会議への主任介護支援専門員

の参加 

・ 宮古地域医療情報ネットワーク協議会への参加 

 

【宮古高等看護学院】 

※該当なし 

 

【保健所】 

○ 地域医療情報ネットワーク運営の支援 

・ 宮古地域医療情報連携ネットワーク協議会各種会議への

参加（運用委員会、医療と介護の連携委員会） 

・ 管内各市町村地域包括支援センター連絡会議の開催（１

回） 

・ 入退院調整率の調査（R7.3現在、R6.9現在） 

・ 宮古地域医療介護連携調整会議の開催（１回） 
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資料３ 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ５年度における取組実績   Ｒ６年度における取組状況及び予定 

 

【岩泉町社協】 

（地域包括ケアについての理解促進） 

宮古市社会福祉協議会（基幹社協）内に設置された宮古圏域

成年後見センターへの協力体制（一部委託）を構築 

（担い手の確保） 

○岩手県立岩泉高等学校からインターンシップの受け入れ 

○町内のボランティア団体等を対象に成年後見制度につい

て研修会を開催 

○町内の学校教育機関からの要請を受けキャップハンディ

スクールを実施（４校） 

 

【田野畑村社協】 

○地域包括支援センターと共催による各種ボランティア養

成講座（認知症サポーター含む）を実施 

 

【介護支援専門員協議会】 

・ 認知症支援連絡会への参加 

・ 宮古市各地域包括支援センターで開催される地域ケア個

別会議・自立支援型地域ケア会議への主任介護支援専門員

の参加 

・ 宮古地域医療情報ネットワーク協議会はコロナウイルス

感染拡大防止のため、会議等開催されず書面決裁 

 

【宮古高等看護学院】 

※ 該当なし 

 

【保健所】 

○ 地域包括ケアシステム構築推進 

・ 宮古地域医療情報連携ネットワーク協議会各種会議への

参加（運用委員会、医療と介護の連携委員会） 

・ 入退院調整率の調査（R6.3現在、R5.9現在） 

・ 宮古地域医療介護連携調整会議の開催（3月書面開催） 

 

 


